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 先日の道徳推進校連絡協議会で、岐阜聖徳学園大学の山田貞二准教授が以下のように話して

いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 ☆生活経験の浅い低学年は、経験から考えることが難しいため、資料の場面や状況から登場人

物の心情などについて考える時間を多めに設定する。 

 ☆学年が上がるにつれ、経験を基に自分事として考える時間を多く設定していく。 

※内容項目によっては、必ずしもそうとは限らない。 

※児童の経験が浅いような内容項目であれば、中学年や高学年も資料を用いて考える時間  

が多くなる場合もある。 

 

 

 

 毎時間、授業の板書を掲示してくださりありがとうございます！１１月の研究発表に向けて

指導案を作成するにあたり、板書計画も立てると思います。そこで、鳳至小として統一して板書

に書く内容の再確認をお願いします！ 

 

基本スタイル（価値や資料によって板書が変わる） 

左（Before）   →   中（資料の価値を構造化）  →   右（After） 

  

   

   

             

            

 

 

 

 

        

 

 

 基本発問は、中心発問を深く考えさせるための補完的な発問。登場人物の心情や考えを問う内

容が多く、状況把握が中心となる。必ず必要な発問ではなく、状況把握がしやすい教材であれば

省略しても構わない。ただし、生活経験の浅い低学年は、基本発問を丁寧に行った方がよい。 

    

授業の序盤であっても、ねらい
に直結することは書く。 

 

図式化したり、矢印を

使ったりするなど 

イメージしやすいよう

に 

 

・振り返りキーワードの利用 
・道徳ノートの利用 

展開②について 

自分の広がり深まりを考える 

ホワイトボードなどを使うのも良い 

展開① 

価値につながるキーワードや 

大事なポイントを赤で書く 

導入について 

始めの児童の実態。アンケ

ート、発言、写真など 

１時間を貫くテーマ 
（赤字で書く） 

7/１９      ② 「資 料 名」 

資料による価値の構造化 経験や価値の深まり・広まり 

振り返り 


